
浮
土
経
典

に
お
け
る
天
に

つ
い
て

坪

井

俊

映

阿
彌
陀
佛
経
典
の
編
纂
傳
承
に
つ
い
て
明
確
な
る
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難

な
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
印
度
の
吠
陀
時
代
よ
り
盛
ん
で
あ
つ
た
生
天
思
想
に

大
な
る
關
蓮
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
阿
彌
陀
佛
経
典
中
代
表
経
典
と
さ
れ
て
い

る
無
量
壽
経
を
見
る
に
、
こ
れ
は
古
來
よ
り
度
々
西
來
三
藏
に
よ
り
て
諜
出
さ

れ
、
現
在
漢
澤
と
梵
藏
本
と
合
し
て
七
種
の
異
繹
輕
典
が
存
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
輕
典
は
そ
の
内
容
説
相
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
有
し
、
素

朴
的
な
も
の
よ
り
次
第
に
獲
展
し
て
、
現
行
流
布
本
の
無
量
壽
経

(康
僧
鎧

課
)
の
如
き
も
の
に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
こ
れ
ら
の
経
典
に
読
く
漂
土
蕪

嚴
の
読
相
に
就
て
、
彌
陀
教
徒
が
こ
れ
を
傳
承
す
る
間
に
天
の
襯
念
に
關
蓮
し

(
1
)

て
、
常
に
増
廣

改
攣
を
加
え
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

印
度
思
想
に
於
て
そ

の
最

高
権
位
者
た
る
波
羅
門

は
死
後

天
に
生
ず

と
云
う

信

仰
あ
り
、

か

の
耶
魔

く
a
m
a

天
國

の
如
き
は
吠
陀
時
代

に
於

て
、
最
高

の

天

P
a
r
a
m
 
V
y
o
m
a
n

と
さ
れ
、

こ
の
天
國

に
生

れ
た
も

の
は
完
全
無
敏
な

る
身
膿
を
得
て
貴
朧

貧
富

の
別
な
く
皆
な
安
樂
を
受
け
、

そ
の
天
に
ま

た
昔
樂

唱
歌
あ
り
、
父
母
妻
子
の
團
樂
あ
り
、
百
味
飲
食
自
然
に
涌
出
ル
鷺

も
耶
魔

を
中
心
と
し
て
菩
提
樹
下
に
大
宴
會
を
な
す
安
樂
な
所
と
し
て
い
る
。
こ
の
耶

魔
天
は
佛
教
に
て
六
欲
天
の
中
、
下
よ
り
二
番
目
の
天
に
擁
註
肪
れ
て
い
る
。

佛
典
に
て
も
天
は
樂
所
善
所
と
さ
れ
、
大
毘
婆
沙
論
百
七
十
二
に
は

「諸
趣

の
中
に
於
て
彼
の
趣
は
最
勝
最
樂
、
最
善
最
妙
最
高
な
り
」
と
云
い
、
正
法
念

腱
経

二
十
凝
に
は

「
諸
樂
集
ま
る
が
故
に
名
け
て
天
と
な
す
」
と
明
し
、

阿
含

に
は
切
利
天
上
生

の
読
が
各
所

に
見

ら
れ
、
そ

の
上
生

の
業
と
し
て
は
比
較
的

世
間
的
な
行
業
.を
以

て
し
て
い
る
。

こ
の
初
利

天
と
は
梵

語

T
ra
y
a
str

a
t

の
方
言

の
音
課

で
、
澤
し
て
三
十

三
と
云
う
。
欲

界
六
天
の
中

四
王
天
の
次
上

に
あ
る

天
界

で
あ

つ
て
、
帝
繹
天

(羅
提
桓
因
)

の
佳

所
で
あ

る
。

こ

の
帝
繹

天
は
梨
倶
吠
陀
に
於

て
最

大
の
勢

力
を
有
す
る
因
陀
羅

Hn
d
r
a
神

で
、

こ
れ
を
三
十
三
天

と
云
う
に

つ

い

て

そ

の
内
容
は
不
明
で
あ

る
が
、
吠
陀

に
て
天
室
地

の
三
界
に
そ
れ
ぞ
れ
十

一
神
あ

り

と
し
、
総
藪

三
十
三
神
を
墨
ぐ
虚
よ
り
、

こ

れ

を

因
陀
羅

君
蟄

神

の
率

い
る

一
群

の
神
と
し

て
三
十
三
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

阿
含
に

於
て
盛

に
説
か
れ
た
切
利

天
上
生

の
考

え
を
受
け

て
、

こ
れ
を
漂
土

の
読

明

の

引
例
と
し
、
規
準

と
し
た
も

の
に
阿
閤
佛

國
経
が
あ
る
。

阿
閑
佛
國
経
に
よ
る
と
切
利
天
を
浮

土
読
明

の
引

謹
と
し
て
い
る
慮
が
三

ケ

虜
あ
り
、

そ

の

一
は
阿
開
佛
國

の
飲
食

の
自
然
在
前

の
こ
と
、

二
は
阿
閤
如
來

の
法
王
た
る

こ
と
、

三
は
阿
閤
佛

國
と
切
利

天
と
が
梯
陛
を
以
て
結
ば

れ
て
い

る

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
初
め

の
二
つ
は
阿
閤
佛
國

の
安
樂
は
切
利

天
の
そ
れ

に

等

し
き

こ
と
の
例
讃

と
し
て
出

し
、
第

三
は
切
利
天
と
阿
閤

佛
國

の
蓮
絡

し
て

い
る
こ
と
を
明
ず
。

こ
の
初
利

天
を
以

て
澤
土
読
相

の
引
例
と
す
る
は
こ
の
他

に
道
行
般
若
経

(
支
婁
迦
識
繹
)
、
超

日
月
三
昧

経

(
西
晋

綜
承
遠
課
)
、
七
女

浮
土
純
典

に
於

け
る
天
に
っ

い
て

(
坪

井
)
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浮

土
纏
典

に
於
け

る
天

に
つ
い
て

(
坪

井
)

経

(
呉
支
謙
諜
)

法
華

三
昧
経

(
劉
宋
智
微
誰
)
幻

士
仁
賢

脛

(晋
、

竺
法
護

誰
)
大
般
浬
葉
経

(
東
晋
、

法
顯
課
)
等
あ
り
、

他
に
死
後

の
天
國
と
さ
れ
る

、
も

の
に
佛
昇
切
利

天
爲
母
読
法
経

(
晋

竺
法
護
繹
)
義
足
経

(
呉
支

謙
課
)
等
、

あ
り
。

こ
れ
ら
は
切
利
天
を
安
樂
所
と
す
る
考
え
に
乗
じ
て
漂

土

の
樂
妙

を
明

し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
に
封
し
て
阿
彌
陀

佛

の
澤
土
は
欲
界

六
天

の
最

上
に
位
す

る
他
化
自
在

天
を
以
て
し

て
い
る
。

支
那
繹
最
古

の
無
量
壽
経
典

と
さ
れ
て

い
る
呉
支
謙
繹

の
大
阿
彌
陀
輕
を
見
る
に
、

他
化
自
在
天
を
引
例
す

る
所
が
七
ヶ
塵

あ
り
、

そ

の
中
始

め

の
四
が
他
化
自

在
天

の
如
く
な
ら
ん
と
云
い
、
後

の
三
は
そ
れ
以

上

で
あ
る

こ
と
明
し
て

い
る
。
印

ち
0
本
願

の
第
三
願

に
往

生
人

の
所
居

の
舎

宅

被
服
飲
食

の
自
然
な
る

こ
と
、
(ニ)
第
九
願
に
浮

土

の
菩
薩
阿
羅
漢

の
面
目
の
端

正
漂
潔

に
し
て
同
」

色
な
る

こ
と
、
図
澤

土

の
七
費

の
大
地

の
こ
と
、
(四)
浮
土

の
百
味
飲
食

の
こ
と
、
以

上
の
四
は

「
如
第
六
天
王
所
居
慮
」
、
「如
第

六
天
上

自
然
之
物
」
と
明
し
、

後

の
三
は

(
A
)
漂

土

の
菩
薩
阿
羅
漢

の
面
状

の
偉
大

な
る
こ
と
、

(
B
)
浮
土

の
音

樂

の
勝

れ
た
る
こ
と
、
(
C
)
阿
彌
陀
佛
國

の
講

堂
舎
宅

の
勝

れ
る

こ
と
、

こ
の
三
は

「
勝
第

六
天
百
千
億
萬
倍
也
」

と
云
つ
て

他
化
自
在
天
よ
り
も
勝
れ
た
も

の
と
云
う
。

こ
れ
を
他

の
六
種

の
異
諜
経
典

の

上
に
見
る
に
本
願

の
文
に
於

け
る
引
謹

は
何

れ
も
見
出
さ
れ

ぬ
が
、

そ
れ
以
外

は
大
騰
大
阿
彌
陀
輕

に
類
同

し
て
い
る
。

叉
大
阿
彌
陀

経
に
は
切
利

天
を
以

て
浮
土

の
引
謹
と
す
る
慮
あ
り
。

三
輩
往

生

の
章

に
於

て
上
輩

の
も

の
は
漂
土

の
七
費

の
蓮
華

中
に
化
生
す
る
に
翼
し
、

こ
れ
よ
り
劣

れ
る
中
下
輩

の
往
生
者
は
浮
土

の
邊
地
七
寳

城
に
化
生
す
。

こ
の

邊
地
七
寳
城

か
初
利

天
の
如

し
と

云
い
、
「
城
中
よ
り

出
る
こ
と
あ

た

は

ず
、

復
た
阿
彌
陀
佛

を
見

る
を
得

る
こ
と
あ
た
は
ず
」
と
云
う
。

か
く

の
如

く
阿
閤

佛
國
経
は
.
利
天

の
快
樂

を
以
て
佛

土

の
安

樂
を
読
く
引

例

と
す
る
に
封
し
、

無
量
壽
経
は
他
化
自

在
天
の
結
構

蕪
嚴
を
以
て
極

樂
澤
土

読
明

の
引
讃
と
し
、

王

の
邊
地
七
寳
城

は
切
利
天
を
借
り
て
明

し
て

い
る
の

で
あ

る
。

澤

土
の
蕪
嚴
を

こ
の
第

六
他
化
自
在
天
を
以
て
読
明
す

る
経
典
は

こ
の
他
に

海
龍
王
経

(
晋

竺
法
護
課
)
、
商
主
天
子
所
問
纒

(階
闊
那
堀
多
繹
)
、
大
哀
輕

(
晋
竺
法
護
課
)
、
読
無
垢
構
経

(
唐
玄
奨
課
)
等
あ
り
、

何

れ

も

浮

土

の
結

構
蕪
嚴
、

受
樂
果
報

の
微
妙
安
樂
な
る

こ
と
第
六
天

の
如

し
と
結

ん
で
い
る

の

で
あ
る
。

こ
の
他

化
自
在
天

(P
a
r
a

rm
ita

a

v
a
rtin
)

は
他

化
天
、
他
自
韓

天
、
他

化
樂

天
と
も

云
は
れ
、

六
欲

天
中

の
最

上
の
天

で
あ
る
。

こ
の
中

四
王

天
、

初
利
天
、

耶
魔

天
、

兜
牽

天

の
四
天
は
そ

の
神
格
が
比
較
的

明
確

で
あ

る

が
、

こ

の
他

化
自
在
天
と
次
下

の
化
樂
天
と
は
輕
読
に
於
て
そ
の
性
格
が
飴
り

(
6
)

明
白
で
な
い
。
立
世
阿
毘
曇
論
第
六
に
よ
る
と

他
の
化
作
す
る
所
の
宮
殿
園
林

一
切
の
樂
具
の
中
に
於
七
自
在
の
計
を

な
し
、
此
れ
は
我
所
な
り
と
中
に
於
て
樂
を
受
く
。

と
云
い
、
叉
こ
の
天
界
に
は
優
鉢
羅
花
、
解
脱
花
等
の
花
あ
り
、
閻
浮
提
に
勝

れ
た
る
長
壽
端
正
多
樂
の
三
徳
あ
吻
と
し
、
入
壽
千
六
百
歳
を
一
日
一
夜
と
し

て
こ
れ
を
算
じ
て
萬
六
千
歳
に
至
る
と
す
。

(7)

然
る
に
大
智
度
論
第
十

に
よ
る

と
、

魔

王
は
常

に
來
り

て
佛
を
嬬
す
、

文

こ
れ

一
切
欲
界

の
中
の
圭

た
り
、

夜
魔
天
、
兜
率

天
、

化
樂

天
は
皆
な
魔

王

に

屡

す
、

(
中
略
)
魔

は
こ
れ

他
化
自
在
天
な
り
。

と
明
し
、

六
欲

天
中
、

上

の
四

天
圭
を
魔
王

と
し
て

い
る
。
帥
ち

こ
の
他
化
自

在
天
は
安
樂
な
所

で
あ
る

と
共

に
魔

王
の
佳
所

と
さ
れ
て

い
た
檬

で
あ
る
。

然

し
こ
の
魔
王
と
す
る
考
え
は
後

で
加
わ

つ
た
も

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
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か
く
て
阿
閑
佛
國
の
漂
土
の
有
檬
は
佃
利
天
に
警
え
、
阿
彌
陀
佛
の
極
樂
は

他
化
自
在
天
に
讐
え
て
読
く
所
に
、
こ
れ
ら
経
典
編
纂
の
意
圖
が
印
度

一
般
民

衆
の
天
に
野
す
る
考
え
に
乗
じ
て
、
そ
の
浮
土
の
殊
勝
妙
樂
を
示
さ
ん
と
し
た

(
8
)

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
て
中
阿
含
巻
二
に
よ
る
に

諸

の
弟
子
等
法
を
具
足
奉
行
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
彼
命
終
し
已
り
て
或

は
四
王
天
に
生
れ
、
或
は
三
十
三
天
に
生
れ
、
或
は
焔
魔
天
に
生
れ
、
或

は
兜
傘
天
に
生
れ
、
或
は
化
樂
天
に
生
れ
、
或
は
他
化
樂
天
に
生
る
、
若

し
善
眼
大
師
た
め
に
梵
世
法
を
読
く
時
、
諸
弟
子
等
も
し
法
を
具
足
し
奉

行
す
る
も
の
あ
ら
ば
彼
は
四
梵
室
を
修
し
、
欲
を
捨
離
し
彼
命
終
し
己
り

て
一梵
天
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
。

と
云
い
、
法
を
具
足
す
る
も
の
と
具
足
せ
ざ
る
も
の
と
は
命
終
己
後
の
生
庭
に

(
9
)

異
な
り
あ
る
を
明
し
、

更
に
同
経
第

六
に
は
四
王
天
、

耶
魔
天
、
兜

率
天
と
次

第

し
て
上
界
に
居
す

る
天
ほ
ど
勝
れ
、

他
化
自
在
天

の
上
界
に
あ
る
6梵
天
を
以

て
最
も
勝

れ
た
庭

と
し
て
い
る
。

か
く
て
天
界

の
中
で
上
に
墾
る
ほ
ど
優
値

が

高
く
、

下

へ
降
る
ほ
ど
低

い
と
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
が
、

こ

の
6梵

界
ま
で
の

読
は
正
統
波
羅
門

の
読

で
、
波
羅
門

は
梵

界
に
生
ず

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い

(
10
)

る
と
云
わ
れ
る
が
、
こ
の
儂
値
の
低
い
と
さ
れ
て
い
る
籾
利
天
、
叉
は
他
化
自

在
天
の
安
樂
を
以
て
佛
の
漂
土
の
蕪
嚴
の
殊
妙
な
る
こ
と
を
警
え
る
所
に
経
典

編
纂
の
意
趣
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
殊
に
大
阿
彌
陀
輕
に
明
す
阿
彌
陀
佛
の
前

身
な
る
曇
摩
迦
菩
薩
の
二
十
四
本
願
を
明
す
中
に
於
て
、
第
三
願
と
第
九
願
に

於
て
、
構
え
る
漂
土
の
結
構
薙
嚴
を

「第
六
天
王
所
居
の
塵
の
如
く
な
ら
し
め

ん
」
と
云
い
、
叉
漂
土
の
菩
薩
阿
羅
漢
の
相
貌
は

「第
六
天
人
の
如
く
な
ら
し

め
ん
」
と
云
う
如
き
、
第
六
天
の
蕪
嚴
を
以
て
殊
勝
妙
相
の
規
準
と
し
て
、
こ

れ
に
類
同
せ
ん
こ
と
を
願
ず
る
よ
り
見
る
に
、
こ
の
大
阿
彌
陀
経
編
纂
の
時
に

は
六
欲
天
を
以
て
樂
所
と
す
る
と
共
に
そ
の
最
高
位
に
あ
る
他
化
自
在
天
は
最

も
勝
れ
た
所
と
さ
れ

て
い
た
様

で
あ
る
。

從
つ
て
西
方
漂
土

の
殊
妙
妊
嚴

を
明

す

に
こ
の
第

六
天

の
妙
勝
を
警
え
に
引
例
す

る
こ
と
が
人

々
に
漂
土
を
理
解
せ

し
む
る
上
に
於

て
よ
り
適
切

で
あ

つ
た
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

而

し
て
前
引

の
中
阿
含

に
ょ
る
と
法
を
具

足
す

る
も

の
は
梵
界
に
生
じ
、

具

足
せ
ざ
る
も

の
は
第

六
天
以
下

に
生
ず
と
云
う
。

波
羅
門
は
梵
界
に
生
ず
る

こ

と
を

目
的
と
す
と

云
う

か
ら
し

て
、
今
云
う
所

の
法
を
具
足
す
る
も

の
と

は
波

羅
門
又
は
出
家
者

で
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
具

足
せ
ざ
る
も

の
は
そ
れ
以
外

の

一
般

大
衆

と
考
え
ら
れ
る
。

六
欲

天
上
生

の
因

と
し
て
明
す
行

が
世
聞
的
善

業

で
あ

る
に
封
し
、

梵
界
上
生

の
因
が
出
世
聞
的
な
行
を
圭

と
し

て
読
く
を
見
れ
ば
、

第

六
天

の
樂
所
に
生
ぜ
ん

こ
と
を
願
う

一
般
大
衆

の
考
え
に
乗
じ
て
浮

土
輕
典

が
編
纂
さ
れ
た

こ
と
が
伺

い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1
 
李
等
箆
経
、

大

阿
彌
陀
紹

の
末
尾

に
纒

を
持

し
て
妄

に
櫓
減
す

る
こ
ど

な
か
れ

と
云
う
は
、

こ
の
纏

の
成
立
當

時
少
な
か
ら
ぎ

る
経
典

の
改
攣

の

あ
つ
た

こ
と

を
示
す
も

の
と
云
う

こ
と
が
出

來
る
。

2
 
印
度
哲
墨
・宗
教
吏

(
高
橋
順
次
郎
、

木
村
泰
賢
共
著
)

一
五
八
頁
。

3
 
大
毘
婆
沙

論

一
七
二

(
正
藏

二
七
巻

八
六
八
頁
)
。

4
 

正
法
念
虎
纏

二
二

(
正
藏

一
七
春

=

一
五
頁
)
。

5
 

世
界

聖
典

全
集
波
羅
門
教
部

一
五
四
頁
。

6
 

立
世

阿
毘
曇
論
第

六

(
正
藏

三
二
巻

一
九
八
頁
)

同
論

九

(
正
藏

二
五

巻

二
三
頁
)
。

7
 

大
智
度
論

一
〇

(
正
藏

二
五
巻

一
三
四
頁
)
。

8
 
申
阿
含
第

二
七
日
纏

(
正
藏

一
巻

四
二
九
頁
)
。

9
 

申
阿
含
第

六
梵
志
陀

然
経

(
正
藏

一
巻

四
五
八
頁
)
。

10
 

印
度
哲
學

研
究

三

(
一
五
八
頁
)
宇
井
伯
壽
著
。

浮
土
纏
典

に
於

け
る
天
に

っ
い
て

(
坪

井
)
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